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　心臓自働性の本態に関し，何が刺戟発生の原因
となるか，また如何なる物質代謝に基くかは今日
なお不明である。
　從來心臓自働性に関する研究は，その多くが心
臓機能に酷なう電氣的あるIOは機械的現象の観察
に絡始したとV・うも過言ではなV・。しかるに最近
Nachniansohni）及びSzent－Gyδrgyi2野・3逆準は，剥1
経の興奮傳導並びに：筋牧縮に件なう物質代謝の面
を重覗し，興奮の生化学的研究に新分野を開きつ
つある。殊にSzent－Gy6rgyiの業績より乱獲し
た一蓮の研究の大牛が骨格筋について行われてい
たのであるが，最近：は心臓方面に：も向けられて來
つつある。etに：おV・て心臓自働性の解明に当つ
．ても，自働能と物質代謝の関係を研究することは
極めて重要であると老える。
　從來自働性に関し，物質代謝の面からする研究
は比較的少い。心臓自働につき，刺戟発生の原因
としてtC心臓ホルモゾ・”が唱えられてをり，そ
の後その本態としてAdeny1酸系が考えられるに
至った。そこでわれわれは，adenyl酸系列である
adenosinetriphosphate（以下ATPと略す）に注
［．1し，水溶li∫k　adenosinetriph6sphatase似下WS－
ATPaseと略す）に関する前報。「）に引続き，今回
はtのWS－ATPaseの心臓内分布を槍討し，この
而から心臓自働性に関しV・ささか考察せんとした。
　　　　　　実験材料並びに実験方法
　材料は健康成犬を使用した。
　実写方法は，酵素抽出に検圧法指定のRinger氏液を使
川した外は言瞬艮5）に準じて行った。
　以下記載の酵素活性度は，組織0．lgによって38℃30分
間にATPが分解されて遊離した無機燐量をγで示したも
のであるG
　　　　　　　　実験成績
Tableの如く，個体差は著1男であるが，　WS－ATPase活
性度の高いものより列挙せぱ次．の順である。：右心耳〉心房
隔壁≧左心耳＝プルキンエ系田胞綱〉左心室≧右心室。
　心房において右心耳が最も活性度は高いが，心房隔壁，
左心耳，プルキンエ細胞網の周には殆ど差異がない。心室
においては左右の差は殆どないが，心室は心房及びプルキ
ンエ系田胞綱よりも低値：を示した。
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　　　　　　Distribution　of　ATPase　in　heart
（’inoTganic　Phosf）hor　（r）　libeintea　from　ATP　by　O．1　g　t’issue）
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総括並びに考按
以上の戎績を総括するに，WS－ATPase活性度は右心耳
が最も高く，左心茸，心房隔壁，プルキンエ系il1胞綱，右心
室及び左心室の間には著明な差異を見出すことは出來ない
が，心房及びプルキンェ系田胞網は心室より高い1直を示した。
　心騰白働能が刺戟傳尋系に関係していることは諸家の業
績か．ら明かである。即ち渡辺のは，犬の心騰諸音ll位におけ
る筋繊維の1分問癬動数力｛，轡結節〉剛京氏結節〉ヒス氏
筋索〉仮腱糸〉プルキンエ紬胞細〉右心犀〉左心瓦〉心室
の順であるという。村田7）も家鶏心臓において，肖働性は
洞結節が最も強く，右心房これに次ぎ，左心房及び心室に
才砒・ては弱いことを認めてu・る。私のWS－ATPase活性
度の成績も大略この順になつた。
　心繊に才aけるWS－ATPaseにっいての報告1こは接しな
いが，KOV就sS）は，　豚及び兎における心購のactin及び
myosin：量が，左心室〉右心室〉心房　の順であることを
報じている。Engelhardt＆1」jubimova9）は，　ATPaseが
myosinに結びついていることを報じている1のでmyosih」
ATPase活性度は，左心室〉右心室〉心房　の順になるこ
とが考えらオしる。先に大江巨）が，WS－ATPaseはmyosm－
ATPaseでなく，actomyosin（以下AMと略す〉系に対す
るエネルギー供與反慮である含水炭＝素代謝に関興するもの
セあろうこと及び両者はほぼ平行して存雀するであろうこ
とを報告したが，AM系が心房より心室ク）方に発蓮してい
るとすれば，WS」ATPase活性度も心房．より心室の方に高
いことが考えられる6しかるに私の成績は逆に心房の方が
心室より高いことは，心房及び心室に才b’ける機能上の差異
にメぎつくものと考えらオしる。艮1］ち心・擾｝は，i抑ll辰洞を含7入，
ここにいわゆるpace　makerが存在することは局知の事
実である。從つて心室が主として牧縮に因るに反し，心房
においては牧縮と同噂に自働刺戟発生並びにf辱導の機能を
併せ営まれる。しかしてBurniO），藤野恥等によれば，心
蝋膚働刺戟発生．に際しacetylcholineが有力な役割を演じ
ていることが認めらオしている。しかるにacetylcholineの
’合1成に際し，ATPが必須であることはNachmansohn12）
等により見出さオしている所’ざあり，從つて心房においては
AM系に基づく牧縮撫能に関典するATPase以外に，か
かる白働刺戟発生並びに傳堪謝迭に関輿するATPase系
の発達は当然心室に一ヒ廻ることが考え得られる。心房に＃e
いて、WS－ATPase活性ア斐が心室を上廻る事実は，この点
を示すものと考え．られる。
　プルキンエ細胞綱に関し，それがAMを含むか否かに
ついては丈献に接することが出來ないために不明であるが，
敗縮する以上はAMを含有するだろうということは想像
される。しかしながら顯微鏡的所兄からしても筋肉組織は
少なく，從つて心室筋よりAM含有量の少ないことが考
えられる。從つてここでも以上の心房と心室についての考
禦と同標のことがいい得る’であろ・う。
　最近水原13）は，家鶏11台兜心臓に＃・’ける・ATPaseの“tlU．織
化学的研究より同一の見解を・述；べている。
　以上要するに，WS－ATPaseの心1臓内分布は，心職諸部
位に才oける機能的差異，殊に尚働性の発施の程度と或る稚
度平行することが考えらオしる。
　　　　　　　　　　結　　　論
以上の成繊り訳の糸課を得た．　．
　1）．水藷容性　ATPase～1阜［生度は右心耳炉最：も高
く，左心’耳，心房隔壁，プルキンエ細胞網，右心
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7，）村田二『示高岡医大誌23，ユ0（昭．5）．：
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室，左心：室の聞に著1ザiな差異は無V・が，
プルキンエ細胞蔚翫ま心室より高い。
心房及び 　　2）．以上の分布は心臓自働性発達の程度と或る
程度李行ずる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lllY，＊’M　29．3．］8受付）
Summary
　　　The　authors　studied　on　the　distribution　of’water－soluble　ATPase　in　dog　heart　and
obtained　the　following　results．
　　　　1）　lt　was　found　that　the　right　auricular　muscle　had　the　highest　ATPase　activity
among　the　various　parts　of　heart　examined．　Though　remarkable　difference　was　recognized
among　the　activities　o£　the　left　auricle，　the　inter－auricular　septum，　the　Purkinje’s　tissue
and　both　ventricles，　the　ventricles　had　IDwer　enzSrmatic　activities　than　the　others．
　　　2）　Roughly　speaking，．　the　differenceS　of　ATPase　activities　among　these　tissues　see皿ed
to　be　propotional　to　the　degrees　of　development　in　auto皿aticity．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Mar．　IS，　1954）
